キリスト教紙芝居における福音的観点からの考察(2) : クリスマス物語を中心に by 尾上 明子 et al.

















































































































































［1．プロローグ］は、 2 作品（→ 2 、 5 ）を除く
11作品で扱われている。
［2．ヨハネの誕生予告］は、 1 作品のみ（→ 4 ）
に記述がある。
［3．イエスの誕生予告］は 8 作品で扱われている。
（→ 4 、 7 、 8 、 9 、10、11、12、13）







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































品で扱われている。（→ 5 、 7 、 8 、 9 、10、
11、12、13）
［8．宿さがし］ 8 作品で扱われており、（→ 5 、
7 、 8 、 9 、10、11、12、13） 2 場面にわたっ















れている。（→ 5 、 6 、 7 、 9 、10、13）
［12．羊飼いたちの礼拝］10作品で扱われている。
（→ 1 、 5 、 6 、 7 、 8 、 9 、10、11、12、13）
［13．み告げを語る羊飼い］5 作品で扱われている。




（→ 2 、 3 、 7 、 8 、 9 、10）
［16．占星術の学者エルサレムへ］ 4 作品で扱わ
れている。（→ 2 、 3 、 7 、13）
［17．ヘロデ王と謁見する学者たち］ 2 作品で扱
われている。（→ 2 、 3 ）
［18．星に導かれベツレヘムへ］ 6 作品で扱われ
ている。（→ 1 、 2 、 3 、 8 、 9 、10）
［19．占星術の学者たちの礼拝］10作品で扱われ
ている。（→ 1 、 2 、 3 、 7 、 8 、 9 、10、11、
12、13）
［20．ヘロデの幼児殺し］1 作品のみである。（→ 2 ）
［21．エピローグ］8 作品で記述がある。（→ 1 、2 、



























































































































































































































































































〈マタイ1：18 ～ 25、2：1 ～ 12、ルカ1：26
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A Study on Christian Kamishibai from an Evangelical Perspective 
―With a Focus on The Story of Christmas―
Onoe, Akiko*
Shibata, Tomoyo*
　本研究では、キリスト教の福音紙芝居を保育に取り入れる際の一つの指針として、
クリスマス物語の作品を取り上げ、聖書に基づいた内容の分析と、子どもに語る際の
聖書からのメッセージの視点を示すことを目的として研究を行った。
　その結果、クリスマス物語の聖書箇所である、マタイによる福音書、ルカによる福
音書をベースにしつつ、登場人物や印象的な	 場面に焦点をおく等の、各作品
の特徴が表れていた。聖書の話には忠実でありながらも、豊かなファンタジーを使っ
て述べられている作品や、子どもが主人公の気持ちに感情移入できるような話の構成
も見られた。課題としては、特にキリスト教主義の園においては、クリスマスの意義
を子どもに伝えるとともに、紙芝居が有効に用いられることが望ましいと思われる。
キーワード：紙芝居、聖書、クリスマス物語、キリスト教

